
TEL ：0224-72-3036(課・班共通)
mail：shogai_g@town.marumori.miyagi.jp(課)

gakushyu@town.marumori.miyagi.jp(班)

TEL ：0224-87-7245
mail：kyoudou@town.marumori.miyagi.jp

▶期間：令和8年10月31日(土)～11月1日(日)

▶時間：9：00～16：00（11/1は15：00まで）

▶場所：丸森まちづくりセンター全館（図書室を除く）

▶内容：丸森町文化協会による文化・芸術活動の展示

※こども園をはじめ、町内児童・生徒による
作品展示も同時開催します

▶入場料：無料

第53回丸森町総合文化祭

生涯学習イベントのお知らせ
生涯学習情報誌うぐいす 第184号

発行日/令和8年10月13日
編 集/生涯学習課

丸森町の生涯学習イベントに関する情報を定期的にお知らせします。
本紙に掲載のイベントは、町ホームページのほか「広報まるもりお知らせ版」等でお知らせしています。

書道や絵画をはじめ、写真や盆栽など、
珠玉の作品200点以上を展示する大展示会です。

文化の秋 芸術

9部門16団体による年に1回の発表大会です。
迫力ある演技を是非ご覧ください。

▶期日：令和8年11月15日(日)

▶時間：9：30開会 9：45開演 14：00頃終演・閉会

▶場所：丸森まちづくりセンター2階大集会室

▶内容：丸森町文化協会芸能団体による活動発表

▶入場料：無料

はつらつ学園(一般募集枠)

第5回講座木の実を使った置物づくり

宮城県蔵王自然の家より先生を招き、
“蔵王自然の家流マスコット”を創作します。

▶日時：令和8年11月17日(火) 14：00～15：30(予定)

▶場所：丸森まちづくりセンター2階大集会室

▶内容：木の実を使った置物づくり

▶対象：60歳以上の男女(定員15名)

▶費用：100円(材料費)

▶申込方法：電話または下記二次元コードより申込

▶申込締切：11月10日(火)

各種お問い合わせ

大会当日は丸森町役場(本会場)を中心に、参加者が町内各所を巡り歩きます。
周辺道路をお車にてご利用の方は、安全運転にご協力ください。

▶開催日：令和8年11月8日(日)
▶時 間：8：30～13：30(予定)

丸森町芸能発表大会 文化の秋 芸能

手打ちそばのおふるまいを行います

丸森町文化協会『そば打ち愛好者の会』による
手打ちそばのおふるまいがあります。

▶期日：10月31日(土) 11：30頃（70食限定）

大会終了後には豪華景品があたる抽選会があります。
大会を最後までご覧いただき、ご参加ください。

豪華景品があたる抽選会を開催します

もご覧ください

まるもり里山ウォーク
第5回クライミングエリア岩岳

フリークライミングのゲレンデとして知られ
る『岩岳』を紅葉を愛でながら巡ります。

▶日時：令和8年11月14日(土) 8：30～14：30頃(予定)

▶集合：不動尊公園キャンプ場(予定)

▶対象：小学生以上

▶持物：登山に必要な物

▶費用：無料

※保険の加入は行いません。各自の責任のもとご参加
ください。

▶申込方法：電話または公式HPより申込

(下記二次元コードよりアクセスできます)

▶申込締切：11月5日(木)

公式ホームページよりお申込みください⇒

過去の実施状況も掲載しています

右記二次元コードよりお申込みください⇒

※お申込みは電話でも承っております

令和8年度丸森ウォークラリー大会を開催します

ハイキング

紅葉

工作

健康づくり

丸森ウォークラリー大会に関する詳細は
二次元コードよりご覧ください⇒

生涯学習課/生涯学習班

協働教育班

裏面



まるもりふるさと館では、丸森町の歴史資料をまとめた「丸森町文化財集」各種を販売中です。
単なる記録集に留まらず、丸森の生きた歴史を紐解く貴重な刊行物を数多く取り揃えております。
ここでは、売れ筋の商品や、文化財担当者イチオシの刊行物を紹介します。

丸森町の養蚕

丸森町文化財集では初となる
『養蚕』に特化した資料です。
養蚕農家への取材をもとに、蚕

の飼育から出荷までの行程を詳述
しているほか、養蚕にまつわる信
仰・年中行事についてもまとめら
れています。丸森を支えた養蚕業
の歴史・栄華を振り返ることがで
きる1冊となっています。

▶価格：800円 ▶総頁数：33頁

つどいの庭に舞い降りた神々-仙南民俗芸能鑑賞のつどい20年のあゆみ-

仙南地方に伝わる民俗・郷土芸
能の特徴や伝承の系譜について詳
細に記されています。
また、丸森町に古くから伝えら

れる神楽の映像DVDが付録してお
り、実際に舞っている様子を映像
で確認することができる貴重な資
料です。

▶価格：1,200円 ▶総頁数：29頁
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コースタイム：登山口から山頂(三角点)まで、西側・東側ルートともに約50分。山頂から西夫婦岩まで7分。
駐車スペース：筆甫字細田の登山口にある駐車場は30～40台駐車可能。

まるもり里山ウォークHPでも
丸森の里山を紹介しています。
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まるもりふるさと館にこらいん！

夫婦岩西側稜線

凝灰角礫岩の
テーブルストーン

まるもりふるさと館は、縄文時代から現代に
かけての丸森の歴史を伝える歴史資料館です。

映像資料
つき

売れ筋

ふるさと館の見どころ

▶場 所：宮城県伊具郡丸森町字鳥屋83-1
（丸森町役場より徒歩3分）

▶開館時間：10：00～16：00 ▶入館料：無料

▶休館日：毎週月曜日（休日の場合は翌日休館）

壺を支える女性埴輪(上)

【壺をささげる女性埴輪】※志間泰治氏所蔵・レプリカ

丸森町屈指の古墳群である台町古墳群(県指定史跡)より出
土。同じく出土した耳飾りや勾玉、釧などを展示中です。

【青い目の人形(ベティ・ジェーン/ローズ・マリー)】

太平洋戦争中に迫害され、その多くが失われた「青い目
の人形」のうち、奇跡的に残った2体を展示中です。
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